
 
 
しんあい なる ムスリム の みなさま、 
ぼうとう で あんしょう した しょうく に おいて、 ぜんのう の アッラー は つぎ の よう に つげて おられ   
ます。 「ほんとう に この クルアーン は、 もっとも まっすぐ な [みち への] みちびき で あり、 また しんこう
しゃ と して ただしい おこない を する もの に、おおいなる ほうしゅう が ある と の よい しらせ を つたえる 
もの。」1 
また、 ハディース を とおして、 アッラー の しと は つぎ の よう に かたって います。 「もっとも しんじつ な 
ことば は アッラー の しょ で あり、 もっとも すぐれた みちびき は ムハンマド の みちびき で ある。」2 
そんけい すべき しんこうしゃ の みなさま、 
じあい あまねく じひ ぶかい おかた で ある アッラー（ スブハーナ ワ タアーラー ）は、 にんげん を そうぞう   
なさい ました。 よみ、 まなぶ と いう しゅくふく を さずけて ください ました。 その いしき と せいしん と を、 
けいじ、 しんこう、 どうとくてき な じょげん に よって やしなって ください ました。 ひとびと が イスラーム 
を あます ところ なく りかい できる よう、 よげんしゃ ムハンマド・ムスタファ を つかわし、じんせい の みち
びき と して とうとい クルアーン を けいじ なさい ました。 
そんけい すべき ムスリム の みなさま、 
クルアーン は みちびき です。 せぞく に まよい たく ない ひと、 しゅうきょう に のっとって いきよう と する 
ひと、 とくしん を もつ ひと の ため の みちびき です。 クルアーン は、 アッラー（ スブハーナ ワ タアーラー ） 
の おなまえ と ぞくせい、 また わたしたち の しゅうきょう の しょきそく を かいせつ する せんこく です。  
クルアーン は アル＝フルカーン です。 ぜんあく を くべつ し、 しんじつ を しる こと を かのう に する    
アッラー の みことば です。 クルアーン は すくい で あり めぐみ です。 こころ の くるしみ を いやす くすり 
で あり、 かわいた とち に そそがれる いってき の みず です。 
しんあい なる きょうだい、 しまい の みなさま、 
クルアーン を よむ ムスリム は、 よげんしゃ イブラーヒーム の ひるい なき ふんとう を みて、 あらためて    
アッラー の ゆいいつせい に たいする しんこう を もつ こと の よろこび を しる でしょう。 かされた すべて 
の こんなん や くのう に たえた、 よげんしゃ ムーサー の にんたい を もはん と する でしょう。 よげんしゃ    
ユースフ が どのよう に ハラーム から わが み を まもったか を まなび、 よげんしゃ イーサー が ひとびと に 
しめした アッラー の きせき を しる でしょう。 けいじ に よって かたち づくられた よげんしゃ ムハンマド の 
しょうがい と、 けいじ に よって かたち づくられた かれ の どうとく から きょうくん を える でしょう。 
しんあい なる ムスリム の みなさま、 
わたしたち は みな、 クルアーン と の つながり を みつ に たもち つづける ひつよう が あります。 クルアーン 
の あんしょう を する と どうじ に、 しょうく の いみ を まなぶ どりょく も すべき です。 「あなたがた の  
なか で もっとも すぐれて いる のは、 クルアーン を まなび、 おしえる もの で ある」3 と かたった さいあい 
の よげんしゃ の ことば から きょうくん を えて、 しょくはつ される べき です。 クルアーン を まなび、    
おしえる こと に せんねん する いっしゅん いちびょう が、 アッラー（ スブハーナ ワ タアーラー ） の     
ごしょうにん と およろこび を える ため の しゅだん で ある こと を わすれては なりません。 
こんしゅう の ホトバ の おわり に、 しゅ が さずけて くださった クルアーン と その しんこう が、 みらい の 
せだい から うばわれる こと の ない よう いのり ます。 
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